
判定結果

（再度、方法・目的の検証を行う。）

□廃止

④目的そのものが妥当ではない。市の関与が妥当ではない。
　□市民ニーズと合致していない
　□手段が目的化している
　□自助努力・民間で実施するべき
　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑤目的・方法に比して、成果が見込めない。
　□費用対効果がよくない。
　□目的に見合った効果が見込めない。
　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

具体的見直し内容

□見直し
（その他）

□国・県 ③平塚市は関与せず、国・県のみで実施するべき又は国・県に委ねるべき

□事業内容
の

見直し

②平塚市が今後も関与するべきだが方
法を見直すべき

□見直し
（受益者負担）

□受益者負担の新設
□受益者負担の増額
□受益者負担の低減

□見直し
（対象）

□対象者の拡充
□対象者の縮小

□見直し
（担い手）

□アウトソーシングするべき
□広域連携、国・県と連携するべき

事業内容
視点

□現行どおり ①現在の事業手法により、今後も推進するべき

事業評価シート

事業名 委員名

目的の吟味 

現
在
の
事
業

 

方法の検証 成果・実績／課題の確認 

1 

3 

2 

4 

方法を見直すべき 

目的が妥当ではない 

成果があがっていない 

成果があがっている 方法が適切である 目的が妥当である 

5 
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